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し 始めた の は、 もちろん 一 般的 時代精神の 発現の 一 つ 

の 相に は 相違ない。 しかし 復興 期の 学者と 古代 ギリ シ 

ァの 学者との 本質的な 相違 は、 後者 特に ァ テン の 学派 

が 「実験」 を賤 しい 業と して 手 を 触れなかった のに 反 

して、 前者が そういう 偏見 を 脱却して、 ほんとうの 意 

味の エキスべ リメ ントを 始めた 点に あると 思われる。 

ガリ レ—、 トリ ツエ リ、 ヴ イヴ ィァ 二、 オッ^ — フォ 

ン • ゲー リケ、 フック、 ボイルな どと いったよ うな 人 

が はなはだ 粗末な 今から 見れば 子供のお もちやの よう 

な 道具 を 使って、 それで 生きた 天然と 格闘して、 しか 

して 驚く ベ き 重大な 画期的 実験 を 矢 継ぎば やに 行な つ 



をした 時の 彼 自身の 考え は 質的に さえ 勘違いして いた。 

ルム フォ— ドの 有名な 実験 は 「水が 沸き さえ もした」 

事に 要点が あった。 ロバ— ト- マイ^ -1 が フラスコの 

水 を 打ち 振つ た 後に ジ ヨリ— の 室へ 駆け込んで" Es 

ischt so ！" と 叫んだ の は 水が 「あたたまった」 ためで、 

それが 何度 点 何々 上った ためではなかった ので ある。 

ロェン チェ ン 線の 発見が 学界 を 驚かした の は その 波長 

が 幾 オング スト ロェ— ム あつたた めで はなく、 そうい 

う ものが 「在る」 という ことであった。 ベ クレル 線 も 

同様であった。 シ— . ティ— • ァ— ル . ウィルソンの 

膨張 箱の 実験が 画期的で あ つ た ゆえん はまず 何よりも 



を 掘り出せば 加工 は あとから 出来る が、 ガラス はみ が 

いても 宝石に はならない ので ある。 

現代の ように 量的に 進歩した 物理 化 学界で、 昔の よ 

うな 質的 発見 はも はや あり 得まい という 人が あると す 

れば、 それ は あま リ 人間 を 高く 買い 過ぎ、 自然 を 安く 

踏み 過ぎる 人で あり、 そうして あまりに 歴史的 事実 を 

無視す る 人で あり、 約言 すれば 科学 自身の 精神 を 無視 

する 人で なければ ならない。 

重大な 発見の 中で いわゆる Residual piienomenai 

の 研究から 生まれる ものが ある。 これら はもち ろん 非 

常 に 精密な る 最高級 の 量的 実験 の 結果と しての み 得ら 



れる ものである。 たとえば あまりに 有名な ルヴェ リエ 

の 海王星に おける、 レ— リ— の アルゴン における ごと 

きもので ある。 また 近 ごろの 宇宙線 (cosmic ray) の 

ごとき もの もそう である。 これらの 発見の 重大な 意義 

は と 言えば 、 それらの ものの 精密な る 数値 的 決定より 

先に それらの ものが 「在る」 という こと を 確立す る こ 

とで ある。 もっとも そのために は 精密な 計画と 行き届 

いた 考察な しに は 手 を 出せない こと は 言うまでもない 

ことで あるが、 その 際 得る 数字の 最高 精度 は 少なくも 

最初に は 必ずしも 問題に ならない ので ある。 おもしろ 

いこと に はこの 種の Residual effect はしばしば それ 



の 思い つき を 尊重す る 学者が 多い ので あるが、 わが国 

では その 傾向が 少ない ようで ある。 「ただの 思いつき 

である」 という 批評 は 多く 非難の 意味 を もって 使われ 

るよう である。 思い つき はや はり 愛護し 助長させる ベ 

きであろう。 

これら はき わめて 平凡な ことで ある。 それに かかわ 

らず ここで わざわざ こういう こと を 事新しく 述べ立て 

るの は、 現 時の 世界の 物理 学界に おいて 「すべて を 量 

的に」 という 合い 言葉が 往々 はなはだしく 誤解され て 

行なわれる ためにす ベ ての 質的なる 研究が 

encourage される 代わりに 無 批評 無条件に 



discourage せられ、 また 一 方で は 量的に 正しくし か 

し 質的に は あまりに 著しい 価値の ないような ものが 過 

大に 尊重され るよう な 傾向が、 いつでも どこでも とい 

うわけ でない が、 おりおり は ところどころに 見られ は 

しない かと 疑う からで ある。 そのために、 物理的に 見 

ていかに おもしろ いもので ぁリ、 また それ を 追求 すれ 

ば 次第に 量的の 取り扱い を 加えうる 見込みが あり、 そ 

うした 後に 多くの 良果を 結ぶ 見込みの ありそうな もの 

であっても、 それが 単に 現在の 形に おいて 質的で ある 

ことの 「罪」 のために 省みられず、 あるいは かえって 

忌避され るよう な ことがあり はしない か、 こういう こ 



的 研究 をして いる 少数な 人た ちの 仕事 を、 意識的、 な 

いし は 無意識的に discourage しある いは 積極的に 阻 

止す るよう な ことが、 たまにな らば ともかく、 学界 一 

般の風 をな すよう な ことがあった とすれば どうか、 そ 

ういう 事が 実際に あるかな いか。 これ も 一応 反省して 

みなければ ならない。 

現代に おいて 行なわれて おりある いは 行なわれ うべ 

き 質的 研究 は 必ずしも 初め か ら 有益 であり おもしろい 

と は 限らない。 十中八九 は 実際お そらく なんらの 目 

やみ 

立った 果実 を 結ぶ ことなく 歴史の 闇に 葬られる かもし 

れ ない。 しかし そういう もの はいくら あっても、 決し 



問題 だけに 触れて はいるが、 あの 不思議な 現象の もつ 

と 本質的な 根本 問題に ついては、 あえて 試みに でも 解 

析の メス を 下そうと する ことが まれで あるの みならず 

その 問題の 存在と その 諸相 を 指摘しょう とする 人 もな 

いように 見える ので ある。 今日で もま だ 奇妙で つまら 

ぬ ものの こと を 「リヒテンベルクの ような」 という 言 

葉で 言い 現わす 人 さえ あるよう である。 これ もも つ と 

もな ことで ある。 

こういう 種類の 現象 は 分類 的に 見る とたいて い 事が 

らが 偶然 的に 統計的であって、 古典的 物理学の 意味に 

おいて deterministic でない ような 部類に 属して いる 



であった かも それ はわから ない。 しかし そういう 事実 

からして、 統計的 研究 —— 物理学 方法論から 見た 一 つ 

の 方法と しての —— が 本質的に 無価値な るが ごとき 

「感じ」 を 与える ようになる としたら、 それ もまた 憂う 

ベ きこと である。 

近代 物理学で は 実際 統計的 現象の 領土 は 次第 次第に 

拡張され て 来た。 そうして 古い 意味での 

deterministic な 考え方 は 一 つの かりの 方便と してし 

か 意味 を もた なくなって 来た。 同じ 原因 は 同じ 結果 を 

生ずる という 命題 は、 「同じ」 という 概念の 上に おおい 

かかった 黒雲の ために 焦点 を はずれた 写真の ように 



ばくぜん 

漠然たる 言詞 となって 来た。 このような、 これに 関連 

した あらゆる 物理学 概念の 根本的な 革命 は 

Reproducibility という 概念に も 根本的な 革命 を もた 

らした ように 見える。 今まで はなる ベくなら 避けた く 

こんとん やみ 

思った 統計的 不定の 渾沌の 闇の 中に、 統計的に のみ 再 

現 的な 事実と 方 則と を 求める ように 余儀なく された の 

である。 しかも そういう 場合の 問題の 解析に 必要な 利 

器 はま だき わめて 不備であって、 まさに これから 始め 

て 製造に 取り かかるべき である。 このような 利器の あ 

る もの はすで に 偉大な 現代 学者の 手で 創 成された と は 

言え、 これです ベ てが 終わ つたと はどうしても 考えら 



るなら ば 片端から 虱 つぶしに 調べて 行って、 そうし 

て それらの 現象の 中に 共通なる 何物 か を 求める ことが 

望ましく 思われる。 そういう 共通な ものが はたして あ 

るかと いう 疑いに 対して は、 従来の 物理学から 見て ま 

るで 異なる 方面の 現象と 思われる ものの 間に、 少なく 

も formal な 肖 似の 著しい ものの ある こと は 多くの 人 

の 認める ところであろう。 少なくも 肖 似して いると 多 

数の 人に 思わせる ような 何物 かが ある こと だけ は 確か 

である。 この 何物 か は 何で あるか。 それ を 説明すべき 

方 則 はま だ 何人も 知らないの である。 しかし ともかく 

も 何 かしら 一種の 方 則な しに、 どうしてい つたいそう 



いう 事が 起こりうる であろう か。 

この 難儀の 問題の 黒幕の 背後に 控えて いるもの は、 

われわれ のこの 自然に 起こる 自然現象 を 支配す る 未知 

の 統計的 自然 方 則であって、 それ は —— もし はなはだ 

しい 空想 を 許さ るるならば —— 熱力学 第一 一方 則の 統計 

的 解釈に 比較 さるべき 種類の もので はあり 得ない か。 

マ クスゥ エル、 ボルツマン、 ァ ー レニウスら を 悩まし 

た 宇宙の 未来に 関する なぞ を 解く ベ きかぎ としての 

「第三 第 四の 方 則」 がそ こに もしゃ 隠れて いるので は 

、 ゝ o 

るレカ 

このような 可能性への 探究の 第 一 歩 を 進める ための 



一 つの 手掛かり は、 上記の ごとき 統計的 質的 現象の 周 

到なる 実験的研究と、 それの 結果の 質的 整理から 量的 

決算への 道程の 中に 拾い出され はしない であろう か。 

要するに、 従来の いわゆる 統計 物理学 は 物理学の 一 

ひさし 

方の 庇 を 借りた 寄生 物であった ので あるが、 今では 

... こ. S こ おも- P 

この 店子に 主家 を 明け渡す 時節が 到来しつつ あるので 

はない か。 ほんとうの 新 統計的 物理学 はこれ から 始ま 

るべき ではない か。 これ はもち ろん 筆者の はなはだ 気 

違い じみた 空想で あるか もしれ ない が、 ともかくも 多 

くの 人の 少なくも 一 応は 考慮しても よい 事で はない か 

と うので ある。 



面 をけ がし 読者からの とがめ を 招く であろう こと を 恐 

れる。 紙数の 限り あるた めに 意 を 尽くさない 点の 多い 

の を 遺憾と する。 ただ 量的に あまりに 抽象的な、 やや 

も すれば 知識の 干物の 貯蔵所と なる 恐れの ある 学界の 

一 隅に、 時々 は 永遠に 若い 母なる 自然の 息 を 通わせる 

マ J との 必要 を 今 さらら しく 強調す るた めに- J んな 蕪辞 

を 連ねた に過ぎないの である。 若くて のんきで 自由な 

頭脳 を 所有す る 学生 諸君が 暑苦しい 研学の 道程で あま 

リに 濃厚に な つたで あろうと 思われる 血液 を 少しば か 

リ 薄める ための 一杯の ソ ー ダ水 として、 あるいは また 

アカデミックな 精白米の 滋味に 食い 飽きて 一 種の ヴィ 



タ ミン 欠乏症に かかる 恐れの あるときの 一 さじの 米ぬ 

かぐらい のつ もりで この 一 編の 所説の 中に 暗示され た 

何物 か を 味わって もらわれれば、 筆者の 望外の しあわ 

せで ある。 

(昭和 六 年 十月、 科学) 
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